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1 . はじめに 

テクノロジー・マネジメントの 新展開 
一知識マネジメント 一 

0 丹羽 清 ( 東京大学 ) 

  
「テクノロジーマネジメント ( 技術経営 ) 」という言葉は 日本ではあ まり馴染みがないようであ る．例えば， 

大学においては・ 山之内昭夫教授が 1 9 8 8 年に横浜国大で「技術マネジメント 論 」の講義を始められたが ，現 

在，筆者の知る 範囲では数える 程の講義がいくつかの 大学で行われているに 過ぎない． 

しかし 目を世界に向けると ，大学．大学院でテクノロジーマネジメントのコース ( プロバラム ) は ， 

1 9 4 9 年に 1 大学。 1 9 7 0 年には 2 0 大学， 1 9 8 0 年に 4 5 大学， 1 9 9 0 年に 1 2 0 大学， 1 9 9 4 年 

には 1 5 9 大学にのうち 米国が 1 0 3 大学 ) と 増加の一途をたどっている (K ㏄ aogIu, 1994) . ほとんどの コ一 

スは ，企業派遣の 社会人学生を 受け入れ産業界のニーズに 応えている． 

テクノロジーマネジメントに 関する国際的に 権 威あ る論文 誌 IEEE Transactio, 、 s on EngineeringManageme"[ 

は 1 9 5 4 年に発行され 4 0 年を歴史をもっている．。 最近の 2 」 3 年は関連する 国際学会も年に 1 0 回程度が 

世界のどこかで 開かれている・ 1 9 9 5 年 6 月シンガポールで 開催された INFORMS  (Institute  for  OperationS 

ResearchandtheManagementScienCes) の国際会議 ( 従来は T  IMS  と呼ぼれていた )  は， j  日間に 2  6  のパラレルセッ 

- ンョン を持つという 広範囲な領域を 対象にしたが・テクノロジーマネジメント (Enlgineering  及 Tec 五 nolog)   

Management) のセッションは・ 清報 技術   - ンステム (Informlation  T ㏄ hno ㎏ 1 ㏄ ゐ System)s@  に次いで 2  番目の規模で 

あ った． 

このように。 テクノロジーマネジメントの 研究とそれに 基づく実践は 今日 ( 世界的には ) 活発に行われてい 

る ．この背景には ， 「仝業の将来は 技術それだけでなく ，それをマネジメントする 能力にかかっている」と 表現 

されるように ，急激化する 技術革新に対応するマネジメント 能力の要求が 産業界においてますます 強くなって い 

ることにあ る (Kocao ㎡ u. 1990). 

本報告は，テクノロジーマネジメントの 枠組みの概要を 観た上で，その 新しい展開の 方向を模索するものであ 

る 

2. テクノロジーマネジメント と は 

米国の大学のコース 名は，工学系 ( エンジニアリンバスクール ) においては， "Ellg ㎞ eering Manageme ㎡     

が 多く，ビジネススクールにおいては ， "Management OfTechnoloe ゾが 多く用いられている (Kocaog ㎞． 1994) . 

従って，最近の 国際会議では 両者を包含する 意味で， "Enginleerillg ぁ Techlnlology Management," 或いは，単に。 

"Tech)n Ⅲ ogy  Manlagemlenl ドを 用いることが 多くなっている   本稿では， Technology  Management  「テクノロジー 

マネジメント」を 用いる． 

テクノロジーマネジメントの 対象は，技術の 研究開発から 運用の全過程に 対しての戦略的・ 戦術的意思決定 

と 運用管理であ り。 ぞの守備範囲は。 主に工場の中に 注目する In 而 strialEnginleering(IE) と 一般的な政策に 係わる 
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Publlc Pollcy  との間に横たわる 広い領域 ( 図 1 参照 ) であ り。 この領域は 2 つの 軸 ，即ち，ライフサイクル 軸と 

システム 軸 とで定義されるマトリックス ( 図 2 参照 ) で表現される (Kocaogll1,1990)   

En8neeri   g@ Technology@ Management@ Poliy IndustnaI         Public 
図 1.  テクノロジーマネジメントの 対象領域 

ライフサイクル 軸の要素には。 イノベーション (lnnovatlon),  基礎研究 (baslc  research),  応用研究 (appliedl 

researrh), 開発 (developm 、 en 、 t), 設計 (deSlg, 、 ). 製ィモ (, Ⅲ Plem 、 entationU, 検査 (teStln,g), 販売 (m 、 a 「 keting), メン 

テナンス (malntenanlce). 技術移転 (transfer  oftechnology) が含まれている   

- ンステム軸は ，人間 (hUmla 田 ，プロジェクト (ProJe 「 t), 組織り「 gamlZatlon). 資源 ( 「 eSourCe), 技術 

(technology), 戦略 (strategy) の各サブーンステムが 含まれている   
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図 2.  テクノロジーマネジメントマト リソクス 

この 2 つの軸で定義される 部分の組み合わせが ，個々のテクノロジーマネジメント 研究・教育領域であ り， 

又 ，実践領域にあ たる．事実， 例えぼ ．現在までの 最大規模のテクノロジーマネジメント 国際会議 (K0 ぐ aogluanLl 

Nlwa.1991 の セク ジョンは次の よう であ った   
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3. テクノロジーマネジメントの 展開方向 

現在。 テクノロジーマネジメントは 前節の様な枠組みで 捉えられている・しかし・ 将来も同じであ ろうか．こ 

こでは，テクノロジーマ 不 ジメントの今後の 展開方向を探る 一つの手がかりとして。 工業化社会から   情報化社会 

への移行に体なって 変化すると考えられる 企業活動の局面に 着目しそれに 対応してテクノロジーマネジメント 

に要求される 機能を考察したい． 

企業の 3 つの局面，①広義の 製品 (prndulcts) , . ②活動 ( ゎ usin)ssatlVltie 引 ，③組織構造 (organization 

strucutre) に着目する・これに 対応するテクノロジーマネジメントの 機能は ， ①，製造方法 (production 

methods) ， (2) ，                                                                 ③，必要情報 ( の管理 )                                    needed) であ ろう．図 3  に 示 

す 様に，これらの 6i 項目を，工業化社会と   情報化社会において 検討することが 課題であ る   

    Informationヾociety 

。 唾 。 
"""d" 。 " 

Business  Ac 廿 viti ㏄ Organization@Structure 

uc 廿 o Me 億 ㎡ s 

M 皿 agementT ㏄ ほ   Ⅰ㎡ orma は onNeeded 

          pec ㎞ o10 野立 an ㎏ ement    ,,     

図 3. テクノロジーマネジメントの 展開方向 

4.   清報 化社会で要求されるテクノロジーマネジメントの 機能 

まず，①製品とお ，製造方法を 考えてみよう・ 工業化社会における 製品は，物理的形状のあ る工業製品 口 

( ハードウェア ) が主体であ る・そこでは ，計画された 機能・性能をもっ 種々多量な製品を 物理的制約のもとで 

いかに効率的に 作り上げる ( 例えば，加工・ 組み立て等 ) かが重要課題であ る・このような 製造の方法として ， 

例えば，工場におけるジャスト・ イ ン・タイム，フレキシブル・マニュファクチャリンバ。 機械化・自動化等の 

工夫がされてきた   
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  清報 化社会では，製品の 主体はサービス ( ソフトウェア ) に移行すると 考えられる．その「製造過程」の 中 

心は，計画された 機能・，性能を 物理的にいかに 効率的に作り 上げるかにはなく ，効果的な計画をいかに 構想する 

かにあ る・ここでは ，人間の想像力，直観力 め 働きが重要となる   従って，計算機の 大量データ処理能力とあ わ 

せて，人間のこのような 能力をいかに 活用するかが 焦点となろう   即ち，製造方法として ，工業化社会で 重要視 

された機械化・ 自動化に替わって ，効果的な「人間一計算機協同方式」の 構築・運営が 重要となろう． 

次に ， ②企業活動に 関しては，上記 ( ①と① ， ) の議論から推察されるように ，工業化社会から 情報化社会 

へと移行するに 従い，付加価値の 源泉は ( 相対的に ) 製造段階から 計画段階に移行すると 考えられる・ 従って， 

②，管理手法としては ，今日までのテクノロジーマネジメントの 中核であ る製品 / 製造管理から ，今後は，組織 

に 蓄積されている 知識や人間の 経験に基づく 知識の管理・ 運用 ( 「知識管理」 ) にその重点が 移行すると考え も 

れる   

③組織構造は ，工業化社会では 階層構造が一般的であ る・しかし，情報化社会では ，ネットワーク 構造が多 

くなることが 予想される・それに 対応して③，必要情報に 関しては，従来は 階層の下から 上へと要約情報が 伝え 

られたのに対し 今後はネットワークの 各要員間での「情報の 共有」が重要となろう． 

以上をまとめて 示したのが図 4 であ る   即ち，   情報化社会におけるテクノロジーマネジメントに 要求される 

機能として， 「人間一計算機協同」・ 「知識管理」， 「情報の共有」が 重要になると 考えられる． 

Industrial@Society@ -@ ， Information@Society 

Industn 田 Good 一 Service 

(Hardwv 打の く Sof Ⅰ イ vare) 

Automation  @ 一 @ ケ Ⅱ JIInan.ComputerCoopeIa 丘 on 

Manufacm Ⅱ n 呂 一十 Pla 皿 in 色 

竹 oduc Ⅴ 沖 ocessM 沖 agemenl  一一ケ KnowledgeMmagement 

Herarchy@ -@ ・ Network 

図 4.   清報 化社会におけるテクノロジーマネジメ シト 
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5. テクノロジーマネジメントの 新展開へ向けて 

前章で述べた 3 つの機能は，その 管理の対象を 知識 ( や溝 報 ) の側面に焦点を 向けていることが 分かる．従っ 

て ，これらを包含するカテゴリーをここで「知識マネジメント」と 呼 ぶ ことにする   

この「知識マネジメント」と・ 第 2 章で述べたテクノロジーマネジメントの 枠組み ( ライフサイクル 軸と シ 

ステム 軸 とで定義されるマトリックス ) との関係はどのようになるであ ろうか． 例えぼ， 

        2 軸の交点で定義される 各々の領域において ，各々の「知識マネジメント」の 仕方が存在する   

      「知識マネジメント」を 第 3 の軸にする   

㈲ 全く別の視点 - から新たに望ましい 軸を設定する   

等の議論が考えられる． 

このような議論を 進めることで ，次世代のテクノロジーマネジメントの 在り方を模索できるであ ろう． そし 

て ，このような 新しい議論は ，幸か不幸かテクノロジーマネジメント 研究の実績の 少ない我が国の 研究者が最も 

有利に展開できる 可能性をもっているともいえよ う ・また，我が 国の多くの製造業が 今日，世界競争，ソフト 化， 

創造的な研究開発体制の 確立等の困難な 課題に取り組んでいるが ，この場合もいちはやく 次世代のテクノロジー 

マネジメント 像を構想・確立することが 重要と考えられる． 

本稿の最後に ，上記の議論を 進めるに当たって 手がかりになると ，思われる筆者の 2 の断片的な試みの 概要を 

述べる   

(1)  「人間一計算機協同方式」 

人間の直観力 め 働きを計算機の 論理的データ 処理能力といかに 効果的に組み 合わせるか，そのシステム 構成や 

組織体制の研究を 行っている   

人間の直観方に 関する研究に 関して，人工知能等の 知識処理技術は ，基本的には 人間の知的活動を 計算機に代 

替させようとするアプローチを 採っているため ，分析的研究の 非常に難しい 直観力 め 領域にまで研究は 進んで ぃ 

ない． また，いわぬる 知的インタフェースの 研究は，計算機と 人間とのインタフェースを 人間にとって 理解しや 

すく。 覚えやすく，負担が 少なくさせようとすること 等が議論の中心であ る． 

それに対して ，筆者の提案する「人間一計算機協同方式」は ，人間の主体的意思部分をサブシステムとして シ 

ステム体系の 中に内在化させる 点に特徴があ る．このようにすると ，人間の直観や 非構造な意思部分をも 考察の 

対象にでき，また・それらの 機能をも含ませるシステムを 構成できることが 期待される ( 丹羽， 1 9 9 目   

この「人間一計算機協同方式」アプローチで 実際に開発されたシステムは ， 異 領域間の知識の 結合 ( 知識の連 

想、 と呼ぷ ) に応用した大規模な 技術プロジェクトのリスク 管理システム (Niw,a.198 隣があ り，現在。 研究・開発 

マネジメント 支援システムへの 適用研究が進行している ( 丹羽， 他 ， 1 9 9 5)   

(2)  「知識シェアリンバ 方式」 

エキスパートーンステムは 代表的な知識べースシステムであ り。 今日多くの実用システムが 世界で開発されて 

い るが，その基本的枠組みは「知識の 一方向流通」 ( 一人・又は，少数の 専門家の知識を 知識べ ー スに格納し 

他の多くの素人がこれを 用いる ) であ る． しかし一般に 企業組織では「知識の 双方向流通」 ( 複数の専門家が 
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お互いの知識を 用いる ) であ る点に着目し・ 「知識 - シェアリングシステム」を 提案している (N ㎞ a,1990). 

この方式は ， R&D コンソーシャムにおける 技術転移 (GibsonandN ㎞ a.1991) や ，各種のチームのライフサ 

ク イ ルマネジメントに 有効であ ろう 
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